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令和４年度圏域の事業評価

資料２－１



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

担当地区における地域の相談拠点となるよう広くセンターの周知・啓発を行うとともに、
住民に地域が相談窓口として認識できて取組を進めること。併せて、各学区ごとの高齢
者および関係機関等の状況を把握し、円滑なセンター運営のためのネットワーク構築を
図ること。また、総合相談フローに基づく緊急度のアセスメントを適切に行い、状況に応
じた迅速な対応をめざすこと。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

担当学区の民生委員・児童委員、福祉協力委員等、
公民館と日頃から連携し、地域の高齢者に関する相
談などが迅速にできる関係を構築する。

〇

〇

事業内容

１　地域にお

けるネット

ワーク構築

２　高齢者の

実態把握

３　相談窓口

機能

地区診断を健康面と生活面から分析することで、

地域課題を抽出し、地域活動につなげる準備をす

る。

４　専門的な

相談支援

（南部地区）地域包括支援センター

個々のアセスメント能力の向上を目指し、定期的

に部署内で事例検討を行う。
〇

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

〇

支援が必要な高齢者等の情報が届くよう、担当学

区内の医療機関、商業施設等にセンターの周知啓

発を行う。

学区ごとの地区診断をもとに、自治会ごとの実態

把握を行い、住民のニーズの発見、地域課題への

アプローチを行う。

〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 総合相談支援業務

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

周知啓発活動を定期的に行っていることが来所相談件数の増加に表れていると思われ
る。ワンストップサービスとしての対応も常に心掛けており福祉関連機関以外の機関へ
も連携を図っている。アセスメントのもと、迅速な対応にも努めた。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

商業施設等への周知啓発に努めている。また、ケー
スについて、３職種で共有が十分にできている。地域
課題の把握・分析に努め、地域活動につなげること。

より工夫して   
できている できている

ワンストップサービスの拠点として、関係機関と

連携し、支援につなげる。
〇

〇

相談内容については、３職種で共有し、緊急時に

は、担当者不在でも速やかに対応できる体制を整

え対応する。



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

住み慣れた地域で高齢者が尊厳ある暮らしができるよう、権利擁護のための諸制度の
活用を支援すること。虐待対応について、緊急性を常に意識し、必要に応じて担当課や
基幹型と連携するなか、迅速な対応を行い早期の終結をめざすこと。また、地域住民や
事業所等に対し、虐待の予防につながる取組を実施すること。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

高齢者虐待予防の啓発や通報窓口の周知を行い、

虐待の早期発見、防止に努める。また、ハイリス

クのケースを把握し、虐待予防に努める。

〇

〇

事業内容

１　高齢者虐

待への対応

２　成年後見

制度等の活用

促進

３　消費者被

害の防止

権利擁護事業、成年後見制度利用の必要な場合

は、速やかに利用支援を行う。

４　その他

（南部地区）地域包括支援センター

成年後見センターもだまや社協と連携し、成年後

見人制度、権利擁護事業の手続きがすみやかに進

むよう支援する。

〇

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

〇

迅速に対応し、虐待につながる背景を総合的にア

セスメントし、本人、養護者の両者への支援を関

係機関と連携して行う。

権利擁護事業、成年後見制度等を高齢者が適時活

用できるよう、周知啓発を行う。
〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 権利擁護業務

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

ハイリスクのケースについては関係者と密に連携を図り常に状況を把握できるようにし
ている。事業所からの通報や相談も増えており、通報の義務の周知が進んでいる。成年
後見制度・地域福祉権利擁護事業の利用促進についても進めており支援に繋がる件数
が増えた。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

虐待、権利擁護等の対応について、関係機関と連携
しながら対応しており、ハイリスクケースの状況把握
等、発生予防に努めている。今後も、虐待、権利擁
護、成年後見、消費者被害等について住民への周知
啓発に努めること。

より工夫して   
できている できている

関係機関や消費生活相談員等と連携を図り、消費

者被害の状況、内容などについて把握する。
〇

〇

サロンや訪問時に消費者被害の有無等の情報を収

集する。また、消費生活センターや警察等からの

情報を発信し、注意喚起を行う。



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

地域の高齢者等が本人の能力を活かしながらその人らしい暮らしを継続でき、課題解決
のために社会資源を自己決定により活用できるよう、介護支援専門員の活動を支援す
ること。地域全体のケアマネジメント力の向上に向け、地域の主任介護支援専門員とと
もに介護支援専門員の資質および対応力の向上に取り組むこと。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

多様な課題を抱える高齢者に対し、介護支援専門

員等へのサポートを行う。
〇

〇

事業内容

１　包括的・継
続的ケアマネ
ジメント支援

２　包括的・継
続的ケアマネ
ジメントを行う
ための環境整
備

３　地域にお
けるネットワー
ク構築

４　その他

（南部地区）地域包括支援センター

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

支援困難ケースについては、関係機関と連携し、

様々な地域支援の活用し支援を行う。

介護支援専門員の「地域との連携」に関するニー

ズを把握し、民生委員など地域とつなぐ。
〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

後方支援としてケアマネから困難ケースの相談があった際は課題整理を行い解決に向
けて取り組んだ。必要に応じて地域の関係者にも繋ぎ支援チームの構築に努めた。事
例検討の実施は開催できなかったため次年度実施する。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

介護支援専門員からの相談に対して、助言や支援を
行っている。地域ケア個別会議等を活用し、引き続き
地域の支援ネッワークの構築を進めること。

より工夫して   
できている できている

基幹包括とともに地域の主任介護支援専門員、居

宅管理者のネットワークの構築を行う。
〇

〇

事例検討会の実施や地域ケア個別会議への参加な

ど介護支援専門員の実践力向上の機会を提供す

る。



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

地域住民に対して在宅医療や看取りについての情報を広く周知し、在宅医療・介護連携
サポートセンターと連携を図るなか、身近な地域で高齢者や家族等が安心して相談でき
る体制整備を行うこと。出前講座や各種教室等の機会を活用して、エンディングノートの
普及啓発・活用促進を図ること。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

病院からの退院時等、在宅医療・介護連携サポー

トセンターとの連携を図り、在宅療養、看取りの

推進に取り組む。

〇

〇

事業内容

１　在宅医

療・介護連携

事業の周知・

啓発

２　在宅医

療・介護連携

に関する相談

支援

３　在宅医

療・介護連携

推進のための

多職種連携

近隣病院の外来担当窓口と連携し、早期支援につ

なげる

４　その他

（南部地区）地域包括支援センター

出前講座、家族介護者教室などでエンディング

ノートの啓発を行う。
〇

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

〇

家族介護者教室の講座等を通して市民への在宅医

療、介護に対する啓発を行う。

在宅医療・介護連携サポートセンターやその他、

関係機関等との連携を行い、家族が不安なく自宅

で介護できる体制を整える。

〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 在宅医療・介護連携推進事業

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

がん末期・難病等のケースについては在宅医療・介護連携サポートセンターと連

携をはかり、役割分担しながら対応している。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

病院の地域医療連携室、在宅医療・介護連携サポー
トセンター等関係機関と連携し、在宅療養に向け支
援している。今後も、エンディングノートや、在宅医
療・介護、在宅看取りの周知啓発に努めること。

より工夫して   
できている できている

近隣病院の地域医療連携室等窓口と日頃から連携

を密に行い、スムーズな退院支援につなげる。
〇



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

認知症の人やその介護者等が地域で安心して暮らすことができるよう、認知症に関する
正しい知識の普及啓発を図ること。認知症初期集中支援チームとの連携を図り、認知症
の早期発見・早期支援に努めること。また、介護者の負担軽減のための取組を進め、行
方不明高齢者等SOSネットワーク事前登録制度について周知啓発を行い、行方不明時
の早期発見・対応に努めること。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

認知症サポーター養成講座を、南部包括で開催す

る。地域に出向き、正しい知識の普及啓発を行

う。

〇

〇

事業内容

１　認知症に

関する正しい

知識の普及啓

発

２　認知症初

期集中支援の

推進

３　認知症の

人やその家族

への支援

４　その他

（南部地区）地域包括支援センター

行方不明高齢者等SOSネットワーク事前登録を推

進する。
〇

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

3年未実施の自治会への講座開催の啓発を行う。

小津学区福祉協力委員向けにサポーター養成講座

を行う。

初期集中支援チームと連携し、早期に、必要な医

療や適切なサービスにつなぐことにより重症化の

予防に努める。

〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 認知症総合支援事業

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

「お結びカフェ」は参加者が増え、会場が手狭になったため、２月にエルセンターで実施し
た。次年度は９月から会場を変えてより多くの人に参加いただける環境を整える。認知
症サポーター養成講座の南部包括主催での開催を検討していたが実施に至らなかった
ため、令和５年度の開催に向け計画をすすめている。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

カフェの開催、事前登録の推進など、環境整備に努
めている。今後は認知症サポーター養成講座の開催
等、周知啓発の取組強化を進めること。

より工夫して   
できている できている

感染拡大防止の対策のもと、オレンジカフェ「お

結びカフェ」を毎月1回定期的に実施する。また

認知症ケースの受け皿としての活用を呼びかけ

る。

〇

〇
「もの忘れチェック」を随時受付け、出前講座等

出張型の実施をPRする。



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項
地域ケア個別会議を開催し、課題の抽出を行うなか、担当地区の実情に応じた取組、資
源開発、政策提言等に努めること。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

支援困難ケースの地域ケア個別会議を開催し、関係
機関、地域住民とともに課題解決に向けて取り組む。

〇

事業内容

１　地域ケア

会議の開催

２　資源開発

および政策提

言

３　その他

（南部地区）地域包括支援センター

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

　

地域ケア個別会議で明らかになった地域課題を地

域ケア推進会議にあげ、解決のための政策を提言

する。

〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 地域ケア会議推進事業

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

関係機関との地域ケア個別会議は多く開催したが、地域住民も含めた会議は行えてい
ない。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント
関係機関との地域ケア個別会議を開催し、個別課題
の解決に向けての検討ができている。引き続き個別
会議を重ね、地域課題の抽出を行い、市の地域ケア
個別会議、地域ケア推進会議へ繋げること。より工夫して   
できている できている

南部の特色のあるテーマの事例で地域ケア個別会

議を開催し、ケアマネ、民生委員等とともに地域

課題の抽出を行う。

〇



〇

小津会館で、継続的に講座を行い、終了後に介護

相談の時間をもつ。（小津なんでも相談会からの

変更）

〇

圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

家族介護者等への支援のため、家族介護者教室等の事業を実施すること。対象者や内
容の選定等について、担当地区の地域特性に応じて検討し、多くの住民の参加を促すこ
と。また、認知症家族介護者訪問等を活用し、介護の実態把握を行い、介護者負担の軽
減および虐待防止の取組につなげること。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

家族介護者教室を５回シリーズで実施する。

男性介護者への参加呼びかけを強化する。
〇

事業内容

１　家族介護

者支援事業

２　家族介護

者訪問

３　その他

（南部地区）地域包括支援センター

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

訪問前後に介護支援専門員と情報共有すること

で、必要に応じて介護支援専門員との連携や介護

支援専門員の支援につなげる。

〇

認知症家族介護者訪問を適宜実施し、介護の実態

把握を行い、介護負担の軽減につなげる。

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 家族介護支援事業

〇

事業全体についての総括

家族介護者教室は３名男性の参加があった。家族介護者訪問はコロナ禍で、可能

な場合は訪問し、できない場合も直接電話で聞き取りを行った。小津会館では出

前講座や教室のあとに介護相談を受け付けたり、会館からの依頼で訪問するなど

の対応を行った。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

感染症対策に留意しながら、家族介護者教室や家族
介護者訪問を実施することができた。来所が難しい
小津学区での相談会等、地域特性に合わせた事業
を実施しており、今後も引き続き、地域の実情に応じ
た事業の企画・運営に努めること。

より工夫して   
できている できている 工夫が必要



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

高齢者のフレイル（虚弱）予防のための取組を進め、自費サービス、サービス未導入者
などについて、フォーマル、インフォーマルサービスの活用促進を検討し、地域において
自立した生活を送ることができるよう支援すること。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

地域の通いの場を介護支援専門員に周知すること

で、ケアプランへの位置づけを推進する。
〇

事業内容

１　自立支

援・重度化防

止等への取組

２　自費サー

ビス利用者、

サービス未導

入者等への支

援

３　介護予防

ケアマネジメ

ント委託にお

ける事業所選

定の公平性・

中立性の確保

４その他

（南部地区）地域包括支援センター

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

生活支援等のサービスが必要な場合は、資料や一

覧表を活用し、インフォーマルサービスなどの情

報提供・利用支援を行う。

〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 介護予防ケアマネジメント

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

介護保険サービスだけではなく、インフォーマルサービスの活用も多く周知し

た。ケアマネ選定については、本人の意向に沿って進めた。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

介護保険サービスだけでなく、インフォーマルサービ
スの周知等介護予防を推進できている。今後も、支
援が必要な高齢者等の早期発見、支援に努めるこ
と。

より工夫して   
できている できている

本人の希望、状況に合わせ公平・中立な事業所選

定を行う。
〇



圏域の

自己評価

基幹からの

評価

基幹からの

重点事項

地域の介護予防活動について状況把握を行い、住民が自ら参加できるように支援を行
うこと。高齢者サロンや自治会の行事等、あらゆる機会を利用して介護予防の必要性や
取組について啓発を行うとともに、身近な地域における住民主体の継続的な取組を支援
すること。

令和４年度　圏域の計画
より工夫してできてい

る できている 工夫が必要

福祉保健の地区診断を実施し、課題抽出を行う。 〇

事業内容

１　介護予防

把握事業

２　介護予防

普及啓発事業

３　地域介護

予防活動支援

事業

４　その他

（南部地区）地域包括支援センター

各会館主催の教室において、介護予防講座（出前

講座）を1回以上行う。 〇

実施状況（自己評価）
※いずれかに〇

介護予防教室の内容を再検討し、教室終了後も継

続できる内容のものを実施する。終了後フォロー

アップ講座を行う。

〇

様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：南部地区地域包括支援センター

令和４年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 一般介護予防事業

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

介護予防教室を８回シリーズで開催し、最後の１回をフォローアップの回として実施し
た。終了後数名は地域の教室に繋がった。5年後を見据えた自治会との介護予防教室
の実施は５自治会に働きかけを行ったが実施には至らなかった。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

介護予防教室や出前講座等を通して介護予防の推
進に努めることができている。自治会への働きかけも
行っており、今後も積極的に働きかけ、地域の自主
活動等の介護予防の推進に努めること。

より工夫して   
できている できている

小津学区は会館で「いきいきプロジェクト」を継

続実施する。
〇

5年後を見据えた介護予防教室を自治会と協力し

て実施する。
〇







（様式４）

増減

金額 積算根拠 金額 決算の説明 金額 決算の説明 R4-R3

委託料
市地域包括支援
センター委託料

28,898 28,898 28,995 -97

その他収入 0 0 0 0

収入合計（a) 28,898 28,898 28,995 -97

正規職員 25,607
給与、賞与、社
保、退職共済含

24,763 25,190 -427

臨時職員
給与、賞与、社
保

1,453 97 　 1,356

報償費 60
外部講師謝礼
福祉用具講習借
入謝礼等

0 0 0

旅費 116
外部研修参加
費・旅費

76 内部・外部研修参加費、旅費 43
外部研修参加費
旅費 33

消耗品費 254
事務用品、複写
機使用料、職員
制服、日用品等

224
事務用品、複写機使用料（保
守）、日用品、等

578
事務用品、複写
機使用料、日用
品、PC、等

-354

燃料費 78 車両燃料費 168 車両燃料費 172 車両燃料費 -4

印刷製本費 97 配布資料等 85 名刺、求人関係、等 78 名刺等 7

医薬材料費 36
コロナ関連等
（消毒液、マス
ク等）

57 消毒液等(コロナ感染対策） 285
消毒液等(コロナ
感染対策） -228

通信運搬費 408

電話・有線使用
料、携帯電話使
用料、光回線接
続料

424
電話・有線使用料、携帯電話使用
料、光回線接続料、切手、等 401

電話・有線使用
料、携帯電話使用
料、光回線接続
料、切手

23

保険料 158
車両保険料、施
設賠償保険料

128 車両保険料、施設賠償保険 130 車両保険料 -2

使用料および賃借料 1,370
車両賃借料、
事務機器賃借料

1,361
車両賃借料、事務機器賃借料、
Zooｍ、駐車場、等

1,297
車両賃借料、事
務機器賃借料、
駐車場代,

64

委託料 317
コピー機・PC関係
等保守料、振込手
数料等

221

経営、会計、社労士事務所顧問契
約、通信機器保守料・職員健康診
断・予防接種・PCセキュリティー、
サーバー保守、等

211

会計事務所顧問契
約、通信機器保守
料・職員健康診
断・予防接種・振
込手数料等

10

備品購入費 30 事務用備品等 0 77 -77

修繕費 263
車両・OA機器等
修繕

116
ネットワーク不具合、電話配線、PC
修理 28 車両修繕費 88

　

104
茶葉代・他諸経
費

245
諸会費、茶葉代・健診費、イン
フルワクチン接種、水等

237
茶葉代・他諸経
費 8

28,898 29,321 28,824 497

0 -423 171 -594

R4　決算額 R3　決算額

令和4年度収支計算書および収支決算書

守山市（南部地区）地域包括支援センター

区分 項目
R4　予算額

（単位：千円）

※この表は、毎年4月1日～翌年3月31日及び収支決算を記載して下さい。

収入

支出

人件費

事務費

その他雑費

支出合計（ｂ）

収支差（a)−（b)


